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、
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小、身響く筈〉Ｐ

型組川小や
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ご
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フ
細
部
〈
の
鋭

ノ
ー
一
主
い
注
幸
昼
力
、

ニ
ト
楽
曲
全
体
の

ゲ
エフヴ

榊
造
を
大
き

エ
ス

く
掴
む
兇
通

誇
し
の
よ
さ
か

村
ら
生
ま
れ
る

中
音
楽
は
、
激

ｇ
《
曇

ｇ
ｏ
．

雛1 1 雌癖鵬
多洋｜・（' ' １ル００総’｛３０

A ：蕪雛& & 鯉作へ（こ準はｋセＩ井
家の剛を、高ン６台を維設顕故′#ｆリ量
誰龍さ彰宏ＯＸｉｌＩ
ｌＨｉｊりれしｊｌ：０術へ
しとて、曽｜リホ『Ｉ１，－ノ、Ｌ以昭太，１１ル

Ｌ
て
き
た
。
今
回
は
二
二
七
作

家
、
↓
一
一
七
一
一
点
が
川
州
さ
れ
、

そ
の
巾
か
ら
選
ば
れ
た
「
安
井

賞
」
「
佳
作
賞
」
を
含
む
七
二

作
家
七
一
一
点
の
人
選
作
品
と
、

県
内
で
安
井
賞
を
受
償
し
た
西

村
功
、
故
鴨
居
玲
、
中
西
勝
の

近
作
も
腔
示
さ
れ
る
。

☆
安
藤
忠
雄
・
建
築
の
現
在

５
脇
遁
日
（
金
）
１
５
乃
型
日
（
日
）

似
し
ｍ
Ｈ
は
体
ナ
ビ
オ
阪
急
ナ
ピ
オ
ギ

ャ
ラ
リ
ー
一
般
５
０
０
円
学
生
３
０

０
円関

西
の
み
な
ら
ず
全
国
的
に

活
躍
中
の
建
築
家
、
安
藤
忠
雄

１
１４０
１

安井賞受賞・小林一彦
ｒＭＯＶＩＮ､ ＯＵＴ－Ａ」

を足きに術のⅡ
残跡な大界美本

碑
野
。
誰
も
住
ん
で
い
な
い
は
ず

の
放
射
能
汚
染
地
区
に
、
い
つ

の
間
に
か
も
ぐ
り
こ
ん
で
生
活

し
て
い
る
奇
妙
な
人
有
。
そ
し

て
ふ
た
り
の
美
し
い
宇
宙
人
が

到
着
す
る
・
・
…
．
。
出
演
・
小
松

鱗鐙罵
あ対街思、がびｉる。

鳶
★
ソ
ビ
エ
ト
国
立
交
響
楽
団

５
〃
罰
Ⅱ
（
火
）
蝦
時
神
戸
文
化
ｋ
ホ

ー
ル
５
１
０
０
０
０
円
Ａ
８
０
０
０

Ⅲ
Ｂ
６
０
０
０
Ⅲ
Ｃ
４
０
０
０
魁

エ
フ
ゲ
ニ
ー
・
ス
ヴ
エ
ト
ラ

Ｉ
ノ
ブ
率
い
る
ソ
ビ
エ
ト
国
立

交
響
楽
団
が
六
度
Ⅱ
の
来
Ⅱ
を

す
る
。
ス
ヴ
エ
ト
ラ
ー
ノ
ブ
の

何球性し０水分５☆とうＩいグⅢＩｊＬＩでれＩ’すに

鯉罪紙職霊灘噌鶏師哩# ｡ ‘, 』刷
るで女探や０鯛’よキせ、や録○ま年プ巷にた

雛セ鼎& ﾙ 骨# 鰐搬1 噸Ｅ胸識栃￥

; 鎌; 舞溌職

し
い
情
熱
と
穏
や
か
な
拝
惰
性

に
篇
ん
で
聴
衆
の
胸
に
迫
っ
て

く
る
と
評
さ
れ
て
い
る
。
今
凹

の
減
奏
会
で
は
ピ
ァ
ー
ー
ス
ト
の

第
一
人
者
と
し
て
活
蹄
中
の
中

村
紘
子
と
共
に
、
ど
の
よ
う
な

ｕﾖﾄＰ

劇団俳優座
うぎ，－、ブチ

ボゼ毒イ潔
荒いもリノは

藤;簿

鰻
直
書
“

☆
第
一
一
回
「
染
殴
寄
席
」

５
川
諏
Ⅱ
（
水
）
四
時
関
宮
巾
勤
労
全

林
家
一
門
の
落
語
の
他
に
、

お
嚇
子
の
解
説
が
つ
く
。

繕
息
》
瞬
準

林
家
染
二

「
下
早
振
る
」
林
家
市
染

「
峨
嘩
長
屋
」
桂
三
太

「
七
度
狐
」
林
家
竣
八

特
別
企
画
・
風
流
寄
席
雛
子

概
斐
を
聴
か
せ
て
く
れ
る
め
か

火
い
に
期
待
で
き
そ
う
で
あ
る

☆
毒
薬
と
老
嬢

５
川
諏
ｕ
（
水
）
哩
時
国
際
公
館
Ｓ

４
５
０
０
円
Ａ
３
５
０
０
円
Ｂ
２
５

０
０
円一

九
四
一
年
、
・
フ
ロ
ー
ド
・
ワ

エ
ィ
初
減
の
ス
リ
ラ
ー
コ
メ
デ

ィ
１
．
ア
ピ
ー
と
マ
ー
サ
の
老

姉
妹
は
、
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
の
閑

静
な
住
宅
街
の
一
画
に
化
む
人

i'１塁
演

劇

、

一
画
に
化
む
人

の
良
い
慈
善

辞
家
お
ば
あ
ち

林
や
ま
。
彼
女

七乳
ら
の
家
の
前

一
園
】
出
国
屋
園
】
）
自
由
型
⑦
ご
胃
宙
ご
国
邑
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ル
一
般
１
５
０
０
円
高
校
以
下
１

０
０
０
り

☆
「
こ
｝
つ
く
の
調
べ
」

８
日
（
金
）
咽
時
神
戸
文
化
中
ホ
ー

ル
２
３
０
０
Ⅲ

☆
「
こ
う
べ
の
リ
ズ
ム
」

、
、
（
日
）
理
時
神
戸
文
化
巾
ホ
ー

ル
２
５
０
０
円

★
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

「
サ
ン
セ
ッ
ト
ス
ト
リ
ー
ト
」

超
臼
（
土
）
⑲
時
Ⅳ
日
（
日
）
塑
時

半
神
戸
文
化
大
ホ
ー
ル
Ａ
４
５
０

０
円
Ｂ
３
５
０
０
円

☆
タ
ー
リ
ッ
ヒ
弦
楽
四
重
奏
団
と
ピ
ア

ノ
伊
藤
ル
ミ

廻
日
（
火
）
四
時
Ａ
３
８
０
０
円

Ｂ
３
０
０
０
阿
悼

愛と冒険のストーリー
希旅のんへ４
望、夏４でと人
･ 別 ･ 人い入は
遠離友だくり、
い、情け・込森

識
灘‘

１
１４
１

方
正
・
三
谷
昇
・
松
橋
篭
・
新

井
純
・
金
久
美
子
。

★
朝
倉
摂
さ
ん
に
聞
く

「
演
劇
空
間
の
世
界
」

５
月
７
日
（
木
）
狙
時
半
ピ
ッ
コ
ロ
シ

ア
タ
ー
入
場
無
料

新
劇
、
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
、
オ

ヘ
ラ
、
・
ハ
レ
エ
、
歌
舞
伎
、
無

踊
、
映
画
、
テ
レ
ビ
と
幅
広
い

ジ
ャ
ン
ル
に
活
躍
中
の
朝
倉
摂

さ
ん
。
そ
の
舞
台
美
術
作
砧
数

は
八
○
○
点
に
も
及
び
、
テ
ア

ト
ロ
減
劇
賞
、
日
本
映
画
ア
カ

デ
ミ
ー
賞
優
秀
美
術
賞
、
芸
術

☆
ジ
ャ
ズ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

、
日
（
Ｈ
）
叫
時
咽
時
神
戸
寸
介
化

院
中
ホ
ー
ル
２
８
０
０
リ

☆
尾
上
享
子
ピ
ア
ノ
リ
サ
イ
タ
ル

巧
日
（
金
）
畑
時
半
市
立
生
剛
文
化

会
館
１
５
０
０
円
（
飲
物
付
）

☆
堤
剛
・
三
善
晃
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
コ
ン

サ
ー
ト

配
日
（
金
）
四
時
市
立
博
物
湿
鴎
３

０
０
０
円
高
校
生
以
下
１
５
０
０
門

☆
神
戸
室
内
合
奏
団
演
奏
会

⑫
日
（
火
）
、
時
神
戸
文
化
巾
ホ
ー

ル
２
５
０
０
円

★
ボ
ス
ト
ン
交
響
楽
団
室
内
ア
ン
サ
ン

ブ
ル
コ
ン
サ
ー
ト

瀦
臼
（
土
）
四
時
国
際
会
館
Ｓ
５

０
０
０
円
Ａ
４
０
０
０
円
Ｂ
３
０

０
０
円

枚
ミ
ル
バ
コ
ン
サ
ー
ト

即
日
（
水
）
皿
時
半
神
戸
文
化
大
ホ

ー
ル
Ｓ
５
０
０
０
円
Ａ
４
０
０
０

画
〕
Ｂ
３
０
０
０
画
“

☆
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
・
面
白
ゼ
ミ
ナ
ー
ル

拓
日
（
土
）
四
時
市
立
博
物
館
３

０
０
０
円

☆
神
戸
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ッ
ク
定
期
演

塁
会５日

（
火
）
皿
時
神
戸
文
化
大
ホ
ー

鼠
真

噂

舞
台
空
間
を
演
劇
空
間
に
変
身

さ
せ
る
こ
と
だ
と
言
わ
れ
る
朝

倉
摂
さ
ん
に
、
「
演
劇
空
間
の
世

界
」
と
題
し
て
数
々
の
作
妨
ス

ラ
イ
ド
と
と
も
に
お
話
を
聞
く

☆
申
し
込
み
は
往
復
葉
書
に
住
所
氏
名
年

齢
職
業
電
話
番
号
を
記
入
の
上
、
ピ
ッ
コ

ロ
シ
ア
タ
ー
文
化
セ
ミ
ナ
ー
係
ま
で

探
賞
な
ど
数
多
く
の
受
賞
に
輝

い
て
い
る
。
昨
年
は
「
舞
台
空

間
の
す
べ
て
」
も
出
版
さ
れ

★
「
こ
う
ぺ
の
お
ど
り
」

９
日
（
土
）
必
時
神
戸
文
化
巾
ホ
ー

ル
５
０
０
円

☆
ロ
ル
カ
を
踊
る
（
東
仲
一
矩
）

躯
：

☆
「
み
ん
な
我
が
子
」

８
日
（
金
）
班
時
半
９
日
（
土
）

皿
時
神
戸
文
化
ホ
ー
ル
・
シ
ー
ガ
ル

濯
。
．

る
と
い
う
情
報
に
、
好
奇
心
と

冒
険
心
に
胸
を
ふ
く
ら
ま
せ
た

★
県
立
近
代
美
術
館

カ
タ
ル
ニ
ア
賛
歌
ｌ
芸
術
の
都
バ
ル

セ
ロ
ナ
展
５
／
１
１
５
／
Ⅳ

★
姫
路
市
立
美
術
館

ｗ
絵
本
原
画
展
５
／
１
１
５
／
型

★
県
立
歴
史
博
物
館

徳
川
美
術
館
の
名
宝
５
／
１
１
５
／
、

☆
大
丸
美
術
画
廊

爽
峻
会
日
本
画
展
５
／
１
１
５
／
５

嶋
岡
達
三
作
陶
展
５
／
７
１
５
１
嘘

ｌ
イ
グ
ナ
シ
オ
・
サ
ン
チ
ェ
ス
・
メ

ヒ
‐
ア
ス
ヘ
の
哀
歌
ｌ

皿
Ｈ
（
水
）
四
時
神
戸
文
化
中
ホ
ー

ル
５
０
０
０
円

一
一
》
雪
〈
〈
映
画

☆
小
津
安
二
郎
シ
リ
ー
ズ

「
東
京
物
語
」

１
日
（
金
）
皿
時
咽
時
半
神
戸
文

化
ホ
ー
ル
・
シ
ー
ガ
ル
８
０
０
円

☆
小
津
安
二
郎
シ
リ
ー
ズ
「
晩
春
」

咽
日
（
金
）
皿
時
蝿
時
半
神
戸
文

化
ホ
ー
ル
・
シ
ー
ガ
ル
８
０
０
円

☆
市
民
映
画
劇
場

型
日
（
木
）
超
時
鵡
分
神
戸
文
化
ホ

ー
ル
・
シ
ー
ガ
ル
８
０
０
円

ご
※
．

鍵
平

た
。

摂
ス
テ
ー
ジ

鑑
デ
ザ
イ
ン
と

は
、
劇
場
の

環
：

☆
爽
や
か
な
出
会
い

ス
タ
ン
ド
・
パ
イ
・
ミ
ー

５
″
上
旬
よ
り
ビ
ッ
グ
映
劇
に
て
ロ
ー
ド

シ
ョ
ー
大
人
１
２
０
０
円
（
当
日
１
５

０
０
）
学
生
１
０
０
０
円
（
大
・
高
生
１

３
０
０
円
中
学
生
１
２
０
０
円
）

１
９
５
９
年
、
オ
レ
ゴ
ン
州

の
小
さ
な
町
、
キ
ヤ
ッ
ス
ル
ロ

ッ
ク
に
生
ま
れ
育
っ
た
わ
ん
ぱ

く
仲
間
、
ゴ
ー
デ
ィ
、
ク
リ
ス
、

テ
デ
ィ
、
バ
ノ
ン
。
森
の
奥
で

行
方
不
明
に
な
っ
た
少
年
が
い

大☆水汎者司ゑ山☆日☆仏上加☆第岩第☆柳ガ近
月ア彩具特第の本サ本市像郡古県４０瀬３１県海ラ代雄Ｉ連象別１４会良ン絵立彫町川民回憲回民剛スヨ
ニト盟美展回展比パ画博刻文市ギ－－小ア陶工｜
郎ギ兵術こ古ル名物協化美ヤ東佃品Ｉ芸芸口
鰐豊鴨具確僅鶴農嬰蛎蔦展鮮展驚八
画リ部支市界ラ展会Ｉ会展ヤ作絵
５展Ｉ５展５部５民５５リ５５５５展５展５５示ラ５５家５画
／夕／／展／美／／Ｉ／／／／／／／会リ／／展／展
８ピ２９２２ユ５術８ユ１２９１５１２２９２１２８２１１４
１エ１１１館１１１ＩｌｌｌｌｌＩｌｌ
５ス 6 5 5 ｰ 5 5 ５ 6 5 5 5 5 5 ６５５
／／／／入／／／／／／／／／／／／
2 ２３２７２０賞１３６２４３２７１３２４１４３２２６１９

日
の
記
憶
が
、
不
思
議
な
輝
き

に
満
ち
て
姓
っ
て
く
る
映
阿
で

あ
る
。

★
こ
の
映
画
の
チ
ケ
ッ
ト
を
５
名
様
に
プ

レ
ゼ
ン
ト
、
希
望
者
は
葉
書
に
住
所
・
氏

名
を
明
記
。
神
戸
っ
子
「
ビ
ッ
グ
」
係
へ
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〆、

神
戸
の
メ
リ
ケ
ン
・
パ
ー
ク
に
映
画
碑
が
立
っ
た
。
昭
和
六
十

二
年
四
月
一
一
十
九
日
。
明
治
一
一
十
九
年
（
一
八
九
六
）
か
ら
か
ぞ

え
て
九
○
年
、
い
や
一
○
○
年
で
あ
り
ま
し
た
。
四
月
十
日
に
日

本
の
テ
レ
ビ
に
オ
ス
カ
ー
受
賞
式
風
景
が
出
た
。
ハ
リ
ウ
ッ
ド
誕

生
一
○
○
年
と
呼
ん
で
い
た
。
と
に
か
く
一
○
○
歳
と
し
た
。

×

そ
の
誕
生
の
こ
ろ
に
は
ア
メ
リ
カ
の
エ
デ
ィ
ソ
ン
だ
け
や
な

い
。
世
界
中
が
〃
動
く
写
真
″
に
手
を
つ
け
て
い
た
。
し
か
し
エ

デ
イ
ソ
ン
が
一
番
早
く
一
八
八
九
年
〃
の
ぞ
き
メ
ガ
ネ
〃
。
こ
れ

を
フ
ラ
ン
ス
の
リ
ュ
ミ
エ
ー
ル
兄
弟
が
ス
ク
リ
ー
ン
映
写
に
成

功
、
こ
れ
が
一
八
九
五
年
十
二
月
二
十
八
日
。
思
え
ば
日
本
へ
の

神
戸
上
陸
は
早
か
っ
た
。
こ
れ
を
マ
ジ
シ
ャ
ン
で
興
行
師
の
メ
リ

エ
ス
が
人
工
的
に
手
を
加
え
ト
リ
ッ
ク
を
考
え
た
。
「
シ
ン
デ
レ

ぱ

う
物
語
」
一
一
十
場
な
ど
を
発
表
。
カ
ボ
チ
ャ
が
見
る
見
る
馬
車
に

な
る
。活

動
写
真
の
撮
影
を
本
格
化
し
た
の
が
ア
メ
リ
カ
の
エ
ド
ゥ
ィ

ン
・
ポ
ー
タ
ー
製
作
の
「
大
列
車
強
盗
」
（
一
九
○
三
）
全
十
四

場
。
約
八
分
上
映
。
こ
の
こ
ろ
は
ま
だ
一
巻
二
巻
と
申
す
ほ
ど
に

は
映
写
は
考
え
ら
れ
な
く
全
十
四
場
面
と
い
う
十
四
の
シ
ー
ン
で

ま
と
め
ら
れ
た
。

×

‘｡

祁
蝕
一
唾 奄鐸

殉守Ｔ

大正時代のチヤップリンの短編の１シーン

と
に
か
く
活
動
写
真
の
始
ま
り
は
〃
写
真
が
動
く
〃
。
こ
れ
に

び
っ
く
り
。
一
八
七
○
年
、
馬
が
走
る
。
人
間
は
歩
く
。

か
く
て
早
く
も
一
九
二
三
年
（
大
正
十
二
年
）
リ
ー
・
デ
。
フ

オ
レ
ス
ト
が
ト
ー
キ
ー
考
案
。
フ
ォ
ノ
フ
ィ
ル
ム
。
本
格
化
は
一

ぷ
ん

九
一
一
六
年
（
昭
和
元
年
）
ワ
ー
ナ
ー
の
「
ド
ン
・
フ
ァ
ン
」
（
音

楽
伴
奏
の
み
）
。
一
九
一
一
七
年
同
じ
く
ワ
ー
ナ
ー
の
「
ジ
ャ
ズ
。

シ
ン
ガ
ー
」
（
台
詞
を
一
部
加
え
た
）
。
日
本
で
は
昭
和
四
年
封
切

館
い
つ
せ
い
ト
ー
キ
ー
映
画
へ
。

一
九
三
二
年
（
昭
和
七
年
）
デ
ィ
ズ
ニ
ー
が
テ
ク
ニ
カ
ラ
ー
使

用
。
色
彩
動
画
「
森
の
朝
」
。

き
よ
え
い

一
九
一
一
一
四
年
（
昭
和
九
年
）
テ
ク
ニ
カ
ラ
ー
で
「
虚
栄
の
市
」
。

人
間
の
で
る
撮
影
。
人
工
カ
ラ
ー
光
線
。

一
九
三
七
年
（
昭
和
十
二
年
）
セ
ッ
ト
か
ら
カ
ラ
Ｉ
は
戸
外

に
、
ウ
エ
ス
タ
ン
（
丘
の
一
本
松
）
。
つ
い
で
セ
ル
ズ
ニ
ッ
ク
が

現
代
の
ハ
リ
ウ
ッ
ド
を
カ
ラ
ー
で
「
ス
タ
ア
誕
生
」
。

一
九
五
二
年
（
昭
和
二
十
七
年
）
〃
シ
ネ
ラ
マ
〃
〃
３
Ｄ
（
立
体

映
画
）
〃

×

か
け
足
の
映
画
の
足
あ
と
。
ル
ネ
・
ク
レ
ー
ル
が
十
年
あ
ま
り

ま
え
〃
い
ま
に
映
画
を
ポ
ケ
ッ
ト
に
入
れ
て
家
に
持
ち
か
え
る
と

き
が
来
る
″
ま
さ
に
ピ
デ
ィ
オ
時
代
来
る
。

ロ

、

淀
川
長
治

八
映
画
評
論
家
Ｖ

凸
Ｃ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
Ｍ
Ａ
試
写
室

で
げ
た
／
で
げ
た
／

活
動
写
真

上
陸
第
一
歩
の
足
あ
と
／
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サイレント時代の名作「愚かなる妻」の１シーン
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塁

蕊上蕊

×

こ
れ
か
ら
さ
き
映
画
は
ど
う
な
る
か
。
い
よ
い
よ
世
界
共
有
。

国
せ
き
さ
え
な
く
な
っ
て
映
画
は
世
界
人
の
も
の
と
な
り
、
こ
れ

が
フ
ラ
ン
ス
こ
れ
が
ァ
メ
リ
カ
こ
れ
が
イ
タ
リ
イ
こ
れ
が
日
本
の

区
別
が
な
く
な
る
か
も
。×

し
か
し
映
画
で
一
番
大
事
な
も
の
は
こ
の
目
で
覗
く
お
た
の
し

み
。
く
ら
や
み
の
向
う
に
光
る
影
を
追
う
。
そ
の
動
き
。
ひ
と
こ

ろ
映
画
を
ひ
る
ま
の
あ
か
る
い
ま
ま
に
見
る
こ
こ
ろ
み
を
し
た
。

神
戸
の
キ
ネ
マ
倶
楽
部
が
イ
の
一
番
こ
れ
を
や
っ
た
が
失
敗
し

た
。
じ
ゅ
う
ぶ
ん
見
え
る
。
ス
ク
リ
ー
ン
は
ス
リ
ガ
ラ
ス
。
し
か

、
、

し
暗
い
と
こ
ろ
、
や
み
の
中
か
ら
見
る
こ
と
の
楽
し
さ
を
こ
れ
は

忘
れ
て
い
た
。

×

日
本
は
尾
上
松
之
助
が
活
動
写
真
に
出
た
の
が
明
治
四
十
二

年
。
活
動
写
真
は
そ
の
あ
と
し
ば
ら
く
現
代
劇
も
女
形
が
女
の

含
ぬ
ぷ
さ
て
い
の
す
け

役
。
衣
笠
貞
之
助
も
女
に
扮
し
暴
漢
に
お
そ
わ
れ
〃
ア
レ
ー
ッ
〃

と
叫
ん
だ
。
も
ち
ん
サ
イ
レ
ン
ト
。
説
明
者
が
ア
レ
ー
と
叫
ぶ
。

、
、
、
、

し
か
し
こ
の
こ
ろ
は
説
明
で
は
》
」
わ
い
ろ
屋
（
今
の
テ
レ
ビ
の
声

優
）
そ
れ
ゆ
え
画
面
に
向
っ
て
右
よ
こ
の
ひ
な
だ
ん
三
段
に
五
人

六
人
の
声
の
か
か
り
が
画
面
の
人
物
の
口
の
動
き
に
合
わ
せ
声
を、

出
し
た
。
西
洋
映
画
は
し
か
し
活
動
写
真
の
最
初
か
ら
一
人
の
べ

、
、

ん
し
が
画
面
を
説
明
。
全
六
巻
な
ら
一
一
巻
づ
つ
受
け
持
つ
て
こ
お

た
い
で
三
人
の
べ
ん
し
が
説
明
し
た
。

×

映
画
そ
の
発
展
そ
の
変
ぼ
う
の
す
さ
ま
じ
さ
。
香
り
の
た
だ
よ

う
映
画
も
、
ト
ー
キ
ー
そ
し
て
カ
ラ
ー
に
つ
い
で
考
案
。
し
か
し

か
お

こ
れ
、
香
り
は
す
ぐ
に
は
消
え
ぬ
。
花
の
場
面
の
香
り
が
、
つ
ぎ

な
る
シ
ー
ン
の
ギ
ャ
ン
グ
の
た
ま
り
部
屋
に
残
っ
て
は
困
る
。
こ

れ
は
ダ
メ
。

×

私
も
映
画
と
と
も
に
歩
ん
で
こ
と
し
七
十
八
歳
、
四
歳
か
ら
見

た
の
で
、
私
の
映
画
史
は
七
十
四
年
、
ず
い
ぶ
ん
と
映
画
も
変
り

ま
し
た
が
、
や
っ
ぱ
り
…
…
映
画
…
…
は
面
白
い
よ
／
、

ｎ
ｄ

ｌ
４
１
咽
Ｉ

識i'謎灘:； 鱒、

鐸

篭

蕊藤

＃

§

の実兄）

大正初期、連続大活卜
劇の監督・主演のフ
ランシス・フォード
（ジョン・フォード

蕊△大正時代の連続活劇
の人気スタア、パー
ル・ホワイト

「

美
写
た

代
祖
っ

畷
術館に売っている活動写真の
真。1 8 8 7 年のマイブリツヂの
連続写真。

近
元
と

▲
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、

○
で
ｍ
ｚ

★
本
格
的
な
ド
イ
ツ
の

焼
き
た
て
パ
ン
を
ど
う
ぞ

４
月
３
日
、
パ
ン
の
カ
ス
カ

ー
ド
が
神
戸
市
内
で
は
ｍ
店
舗

目
に
あ
た
る
パ
ン
専
門
店
を
星

和
台
に
オ
ー
プ
ン
し
た
。

星
和
台
店
（
中
田
紀
雅
店
長
）

は
、
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
付
き
で
伽

種
も
の
焼
き
た
て
パ
ン
を
販

蕊
パーキングもある星和台店

売
。
嘩
酷
畢
場
加
台
を
備
え
て
お

り
、
車
で
の
お
買
物
も
Ｏ
Ｋ
。

ま
た
カ
ス
カ
ー
ド
全
店
で
、
ド

イ
ツ
の
マ
イ
ス
タ
ー
パ
ン
の
技

術
者
に
指
導
を
受
け
た
本
格
的

幸
、
・
イ
ッ
パ
ン
を
販
売
し
、
人
気

上
昇
中
だ
。

■
カ
ス
カ
ー
ド
星
和
台
店
／
北
区
鳴
子
２

丁
目
１
‐
５
肴
５
９
４
．
．
１
３
６
０

Ａ
Ｍ
９
ｍ
釦
Ｉ
ｒ
Ｍ
７
叩
加
水
躍
休

○
で
、
ｚ

★
シ
ッ
ク
な
ム
ー
ド
で

美
味
な
た
こ
焼
き
を

日
東
館
書
林
の
北
に
あ
る
蛸

の
壷
は
、
た
こ
焼
の
老
舗
と
し

て
古
く
か
ら
の
フ
ァ
ン
が
多
い

店
だ
が
、
４
月
焔
日
、
本
店
の

す
ぐ
前
に
新
し
い
店
を
オ
ー
プ

ン
し
た
。
シ
ッ
ク
で
ア
ダ
ル
ト

感
覚
の
店
内
は
、
デ
ザ
イ
ン
を

外
山
菜
慾
さ
ん
が
担
当
し
、
本

店
と
は
異
っ
た
趣
が
あ
る
。
「
本
灘
池長店長と外山さん

店
同
様
の
メ
ニ
噸
｛
１
で
す
が
、

洋
酒
、
カ
ク
テ
ル
類
も
償
い
て

ま
す
。
‐
一
と
店
長
の
池
長
寛
さ

ん
。若

い
層
に
も
ぐ
っ
と
フ
ァ
ン

が
増
え
そ
う
だ
。

画
蛸
の
壷
新
店
／
中
央
区
三
宮
町
３
１
３

１
１
茸
３
９
２
１
７
２
５
６
Ａ
Ｍ
Ⅷ
姉

砺
Ｉ
ｒ
Ｍ
犯
和
叩
水
曜
休

ｍ
く
、
ｚ
『

★
あ
な
た
の
利
き
酒
度
は
？

灘
五
郷
の
酒
を
利
く

灘
の
酒
と
肴
シ
リ
ー
ズ
が
好

評
の
千
石
船
が
、
去
る
４
月
加

Ⅱ
山
手
店
に
て
利
き
澗
会
を
開

い
た
。
今
側
は
灘
五
郷
の
う
ち

今
津
、
西
郷
の
大
関
・
月
桂
冠

・
樺
之
鶴
・
扇
正
宗
・
白
雪
の

流
銘
柄
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
。

日
本
酒
ブ
ー
ム
と
い
う
こ
と

も
あ
っ
て
、
女
性
２
名
を
含
む

参
加
者
は
、
頃
の
成
果
を
競
わ

ん
と
、
皆
、
神
妙
な
面
持
ち
で

臨
ん
だ
。
優
勝
者
に
は
、
ｆ
訂

船
が
一
カ
月
か
け
て
入
手
し
た

と
い
う
幻
の
銘
柄
〃
越
の
寒

悔
″
が
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
た
。

利
き
酒
の
後
は
場
所
を
移
動

越の寒梅をめざして

し
て
今
度
は
和
や
か
に
瓶
と
着

を
楽
し
み
、
「
和
食
に
は
日
本
酒

が
い
ち
ば
ん
。
こ
れ
か
ら
も
お

い
し
い
料
理
と
旨
い
酒
を
飲
み

ま
ず
よ
・
」
と
参
加
者
全
員
、

ほ
ろ
酔
い
気
分
で
上
機
嫌
。

今
後
も
利
き
柄
は
随
時
開
催

の
予
定
。
舌
に
自
信
の
あ
る
人

は
娃
非
ご
参
加
を
。

ｚ
、
乏
詞
ア
○
ｍ

☆
日
本
語
も
ま
か
せ
て
下
さ
い

豪
か
ら
交
換
社
員
が

ポ
ー
ト
ピ
ア
ホ
チ
ル
ー
Ｆ
フ

ロ
ン
ト
で
チ
ャ
ー
，
ミ
ン
グ
な
笑

顔
を
ふ
り
ま
い
て
い
る
の
は
、

ノ
ー
‐
リ
ン
・
バ
イ
リ
ス
さ
ん
。

笑顔が素敵です

４
月
か
ら
オ
ー
‐
ス
ト
ラ
リ
ア

今
フ
リ
ス
ベ
ン
・
シ
エ
ラ
ト
ン
ホ

テ
ル
よ
り
交
換
社
員
と
し
て
勤

務
、
「
日
本
の
サ
‐
‐
ご
ス
業
の
高

い
レ
ベ
ル
を
大
い
に
学
び
た

い
。
Ｌ
と
抱
負
を
語
っ
た
。

五
年
前
に
来
Ⅱ
の
際
、
日
米

会
話
学
院
で
一
年
間
日
本
語
を

学
ん
だ
後
、
帰
国
。
様
々
な
人

々
と
ふ
れ
あ
え
る
、
と
ホ
テ
ル

業
に
入
っ
た
：
ホ
テ
ル
の
規
模

は
シ
ェ
ラ
ト
ン
と
変
わ
ら
な
い

け
れ
ど
、
ポ
ー
ト
ピ
ァ
の
楕
円

の
型
が
と
っ
て
も
１
Ｐ
－
ｉ
ク

ね
。
ひ
と
り
暮
ら
し
の
た
め
来

Ⅱ
当
初
は
ホ
ー
ム
シ
ッ
ク
に
か

か
っ
た
が
、
今
は
賑
や
か
な
仲

間
と
大
好
き
な
日
本
食
の
お
か

げ
で
毎
日
が
楽
し
い
。
」
半
年
の

交
換
期
間
で
、
ブ
リ
ス
ベ
ン
に

神
戸
の
ホ
テ
ル
ス
タ
ィ
ル
を
持

ち
帰
っ
て
く
れ
る
こ
と
だ
ろ
う

ＳＰＥＣＨＡＬＭＥＳＳＡＧＥ

神戸百店会だより
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な対応が印象的。趣味は野球だが、最近
はチームの高年齢化( ？) のため、もっぱ
ら応援専門とか。

Ｆ両

P E O P L E 〈５６＞

②一味違うファッションをアドバイス
辻本順治さんくべﾆ ﾔ さんちか店店長＞
ベニヤといえば神戸ファッションのリ
ーダ的存在。そのさんちか店の店長とし
て今年で1 3 年目。「大阪、東京と勤めて
きましたが、やっぱり神戸の女性が一番
ファッションに関してシビアですね｡ 」
特にファッションという枠にこだわら
ず、広い意味でのサービス、人と人との
つながりを大事にしているだけにソフト

１
１４５
１

里

P ＲＥＳＥＮＴ
ｍＲＮＥＲ

ｖ
応
募
方
法
③
葉
書
に
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、
希

望
す
る
商
品
名
を
明
記
の
上
、
神
戸
市
中
央
区
東
町

ｍ
ｌ
ｌ
大
神
ピ
ル
９
Ｆ
「
月
刊
神
戸
っ
子
」
神
戸
百

店
会
プ
レ
ゼ
ン
ト
係
ま
で
ご
応
募
下
さ
い
。
５
月
即

日
消
印
ま
で
有
効
で
す
。
当
選
者
に
は
神
戸
っ
子
か

ら
当
選
葉
書
を
発
送
、
葉
書
を
持
っ
て
お
店
ま
で
、

プ
レ
ゼ
ン
ト
を
受
け
取
り
に
お
出
か
け
下
さ
い
。

『
○
型
。
②

、
大
丸
伽
の
栄
禰
に
初
め
て
の
お

土
当
：
四
季
の
味
辛
が
議
場
し
た

照
塗
り
の
夢
棚
に
盛
ら
れ
た
お

料
理
が
四
品
。
旬
の
材
料
が
栄
弼

な
ら
で
は
の
味
付
け
で
美
し
く
料

理
さ
れ
、
２
３
０
０
列
と
い
う
お

手
軽
な
お
値
段
．

玉
間
ひ
ま
か
け
た
日
本
料
理
ら

し
い
、
細
や
か
な
お
弁
当
の
た
め

品
数
に
も
限
り
が
あ
り
、
々
秀
ま

で
に
品
切
れ
に
な
る
ｎ
も
多
い
。

ち
ょ
っ
と
し
た
会
合
に
ぴ
っ
た

り
の
お
弁
当
。
ぜ
ひ
雪
度
お
召
し

上
が
り
下
さ
い
⑨
グ
ル
，
，
プ
で
ご

利
用
の
際
は
、
ご
予
約
下
さ
い
。

宵
０
７
８
．
３
３
１
．
５
７
７
２

⑥
映
向
「
ハ
ス
ラ
．
．
Ⅱ
Ｌ
が
‘
．
》
映

さ
れ
て
以
来
大
流
行
中
の
雷
リ
ヤ

ー
ド
が
、
ニ
ュ
ー
ポ
ー
ト
ホ
テ
ル

－
Ｆ
ラ
ウ
ン
ジ
パ
ー
・
布
引
に
設
繊

さ
れ
た
”
ビ
ー
ル
や
カ
ク
テ
ル
を

飲
み
な
が
ら
パ
人
の
雰
囲
気
で
ゆ

壱
く
り
楽
い
め
る
。

割
錠
は
坦
懇
￥
５
０
０
、
女
性

￥
３
０
０
、
グ
ル
ー
・
プ
￥
１
，
０

０
０
〈
全
て
１
時
間
）
、
麓
業
時
間

は
５
ｍ
ｍ
Ｐ
Ｍ
Ｉ
、
“
伽
Ｐ
Ｍ
。

７
，
０
０
０
、
毎
週
水
曜
Ⅲ
魂
。

詳
細
は
ニ
ュ
ー
ポ
ー
ト
ホ
テ
ル
宮

０
７
８
．
２
３
１
．
４
１
７
１
迄

は
５
ｍ
ｍ
Ｐ
Ｍ
Ｉ
、
“
伽
Ｐ
Ｍ
。

ま
た
。
〃
箇
遊
〃
学
校
と
し
で

恥
．
女
性
麻
椎
ス
ク
‐
・
ル
』
と
「
ポ

ピ
瓢
ラ
ー
，
ソ
ン
グ
ス
ク
ー
ル
」
も

洲
催
．
会
員
を
孫
集
巾
。
楽
し
み

な
が
ら
頭
を
使
う
麻
雀
は
記
憶
力

売
滴
め
、
頭
の
体
操
に
は
最
適
の

ゲ
、
ふ
ゅ
コ
ー
ヒ
ー
、
紅
茶
の
サ

ー
ビ
ス
も
あ
り
、
女
性
ば
か
り
の

な
ご
や
か
な
雰
囲
気
が
好
評
で
３

年
風
を
迎
え
て
い
る
。
会
員
に
よ

る
発
表
会
も
企
画
し
て
い
る
ポ
解

ユ
ラ
ー
ソ
ン
グ
ス
ク
ー
ル
は
入
会

金
￥
３
，
０
０
０
、
受
識
料
￥

７
，
０
０
０
、
瀧
囚
ｋ
蚤
削
＃
。

蕊 蕊
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☆人生活性化のために
講師福岡良樹く本門仏立宗香風寺住職＞河く本門仏立宗香風寺住職＞

ﾝ謝写’六卓撹またにき,かえエ

●５月のマンスリーサロン
野外親睦会
一初夏の古都・奈良を訪ねる
日程５月1 0 日（日）

午前９：００三宮発
西大寺・浄瑠璃寺・岩船寺他を見学
午後６：００三宮着予定

会費8 , 0 0 0 円（昼食付）
定員２５名

事務局／神戸市中央区束町1 1 3 - 1 大神ピル9 Ｆ
月刊神戸っ子内ＴＥＬ（0 7 8 ）3 3 1 - 2 2 4 6

’コウベファッションソサエティー

舞臓雪蝋麓県Ｋ・]F､Ｓ・ne w s l 2 3
ドの良さを後世に伝えたい。
今月の会員のスピー広め、後継者を育てて行くかを中心に
チは、副会長の中島正お話。「子の親離れ・親の子離れが、
義さん（紳士服オーダなかなかなされていない｡ 」と世相批
一) 。既製服が幅をき判もチクリ。これからのＫＦＳ活動に
かす現代において、オついては、会員相互のコミュニケーシ
ーダーの良さをいかにヨンをもっと円滑にと訴えた‘，

☆オーダーメイ

神戸ファッション研究所
設立基金募集中／

⑲新入会員
平松勝衛く日立産業㈱＞
日立産業は婦人服の加工業で

すが、６１年1 0 月から人材に恵ま
れ、節水、浄化と環境改善業務
に一歩踏み込み、小さい歩みを
続けております。今後とも、よ
ろしく御指導下さい。

146

ロンは、講
師に神戸須
磨の香風寺
住職福岡良
樹さんをお
招きした。

蕊
可慧 尋

．

甥

熱心に聞き入る参加者

の言葉の中で、特にF ﾛ 象に残ったの
は、“｢ ありがとう。おかげさまで」を
口癖にしよう”というお言葉。どんな
に苦しい、嫌な事態に出喰わしても、
視点を変えれば素晴らしい所が見つか
る。“ありがとう”を合言葉に、毎日
を過ごしたいものだ。

福岡良樹氏招きした。
「活かす」というテーマにのっとり
「人生活性化、十の秘訣」というレジ
メを用意しての熱のこもった講演に、
参加したおよそ4 0 人は耳を傾けた。
「人生活性化、十の秘訣」とは、
一、早いうちから人生設計を立ててお
くくし

二、身体が資本と心得よ
三、潜在意識を活用せよ
四、何事もお陰さまでと感謝せよ
五、周りをよくすれば自分もよくなる

g蝕露

；

七、みずみずしい感性を養え
八、嫌な奴から遠ざかるなかれ
九、明るくほがらかにふるまえ
十、正しい信仰を持て
一は即ち、忙しさの中に心のゆとり
を持ち、定年後の永い休暇の過ごし方
を考えておくということ。二では“長
寿十訓”を具体例として挙げ、全ての
基本が身体にあることを説いた。
健康な身体の次に説かれたのが三か
らの項目。難解な仏の教えを身近なエ
ピソードを交えながら、分かりやすい
言葉で説く。
長寿社会における定年後の人生は、

一人一人の現実のテーマであるだけに
会場内はシンとして、時のたつのも忘
れるほどの盛り上がりを見せた。数々
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異国情緒タツプリの店内

シャンソンで乾杯

☆
芦
屋
の
プ
レ
リ
ュ
ー
ド
で

フ
ラ
ン
ス
料
理
を
満
喫

阪
急
芦
屋
川
か
ら
、
芦
有
道

路
へ
続
く
道
を
上
っ
て
い
く
と

コ
ン
テ
ナ
利
用
の
白
い
シ
ン
プ

ル
な
お
店
〃
弓
両
国
醇
己
ご
国
″

が
あ
る
。

昼
は
カ
フ
ェ
、
夜
は
レ
ス
ト

ラ
ン
＆
ラ
ウ
ン
ジ
。
マ
ネ
ー
ジ

ャ
ー
兼
シ
ェ
フ
の
藤
原
さ
ん
が

つ
く
る
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
フ
ラ
ン

ス
料
理
は
「
気
取
ら
ず
、
安
く
」

を
モ
ッ
ト
ー
に
、
若
い
人
や
女

性
で
も
安
心
し
て
楽
し
め
る
。

ま
た
、
夜
景
の
見
渡
せ
る
２

階
で
は
釦
名
ま
で
の
パ
ー
テ
ィ

も
受
付
け
て
い
る
。

び
っ

加
え
て
、
毎
週
金
曜
日
に

は
、
ピ
ア
ノ
の
生
演
奏
で
シ
ャ

ン
ソ
ン
を
演
奏
す
る
。
時
に
は

カ
ラ
オ
ケ
で
シ
ャ
ン
ソ
ン
を
気

取
っ
て
み
た
い
・

画
中
央
区
中
山
手
通
１
丁
目
２
１
７
茸

３
３
１
１
６
９
４
０
５
，
釦
Ｐ
Ｍ
Ｉ
Ｏ

唖
叩
Ａ
Ｍ
祝
日
休

☆
関
西
初
の
タ
イ
料
理
店
オ
ー

プ
ン

ー
月
釦
日
（
金
）
、
北
野
町
に

オ
ー
プ
ン
し
た
、
タ
イ
料
理
店

ウ
ォ
ン
。
タ
イ
。
タ
イ
料
理
専

門
店
と
し
て
は
、
関
西
初
。

現
在
、
エ
ス
ニ
ッ
ク
料
理
は

日
本
の
み
な
ら
ず
、
世
界
中
で

ブ
ー
ム
だ
が
、
そ
れ
を
反
映
し

て
か
、
客
の
半
分
は
外
国
人
と

か
。
タ
イ
独
特
の
ス
パ
イ
ス
の

き
い
た
辛
さ
と
甘
さ
の
対
称
が

独
得
の
味
を
生
み
出
す
。

人
気
商
品
は
〃
ト
ム
カ
ム
ク

ン
〃
（
ス
ー
プ
）
、
〃
ガ
イ
ホ
ァ

ウ
オ
ン
タ
イ
″
（
チ
キ
ン
）
そ

れ
ぞ
れ
千
円
程
度
で
食
べ
ら
れ

る
。
異
国
情
緒
タ
ッ
プ
リ
の
ウ

ォ
ン
・
タ
イ
に
、
一
度
脚
を
運

ば
れ
て
は
、
い
か
が
か
な
。

藤原シェフを囲んで

鶴
谷
香
代
子
さ
ん
が
、
区
画

整
理
で
た
た
ん
だ
三
宮
の
『
山

芦
屋
』
に
代
わ
っ
て
開
店
し
た

の
が
マ
ダ
ム
・
シ
ャ
ン
ソ
ニ
エ

店
の
特
徴
は
、
何
と
言
っ
て

も
カ
ラ
オ
ケ
。
レ
ー
ザ
ー
デ
ィ

ス
ク
の
高
音
質
に
加
え
て
、
出

来
る
だ
け
数
多
く
の
シ
ャ
ン
ソ

ン
を
揃
え
た
と
い
う
だ
け
あ
っ

て
、
古
今
の
シ
ャ
ン
ソ
ン
の
名

曲
が
揃
っ
て
い
る
。

画
神
戸
ピ
Ｉ
フ
ロ
イ
ヤ
ル
コ
ー
ス
の
お
食

事
券
（
当
日
６
０
０
０
円
が
５
０
０
０
円
）

は
プ
レ
ゼ
ン
ト
に
も
最
適
ノ

国
芦
屋
市
山
手
町
把
Ｉ
㈹
宮
０
７
９
７

別
ｌ
Ｏ
８
４
８
側
Ａ
Ｍ
Ｉ
Ⅷ
Ｐ
Ｍ

火
曜
休

☆
時
に
は
、
カ
ラ
オ
ケ
で
シ
ャ

ン
ソ
ン
ー
セ

147

予
約
す
れ
ば
小
宴
会
も
で

き
る
。

国
創
業
犯
周
年
記
念
半
額
奉
仕
５
／

Ⅲ
ｌ
お
の
３
日
間
柳
川
鍋
１
１
０

０
円
←
５
５
０
円
、
う
な
ぎ
せ
い
る

む
し
１
９
０
０
円
←
９
５
０
円

■
中
央
区
山
本
通
２
丁
目
Ｍ
１
型
プ
レ
ジ

デ
ン
ト
ア
ー
ケ
ー
ド
２
Ｆ
茸
２
２
２
１

２
５
０
７
刑
印
加
Ａ
Ｍ
ｉ
２
韓
犯
Ｐ
Ｍ

５
唖
犯
Ｐ
Ｍ
Ｉ
９
軸
弛
Ｐ
Ｍ

旬の味を御賞味ください

創
業
昭
和
詑
年
。
神
戸
で

数
少
な
い
ド
ジ
ョ
ウ
専
門
店

釦
周
年
を
迎
え
、
包
丁
さ
ば

き
は
ま
す
ま
す
冴
え
渡
る
。

「
ド
ジ
ョ
ウ
は
カ
ル
シ
ウ
ム

豊
富
で
、
ス
タ
ミ
ナ
補
給
に

ピ
ッ
タ
リ
。
ぬ
め
り
の
あ
る

独
特
の
味
わ
い
が
格
別
で
す

女
性
の
方
も
是
非
お
越
し
下

さ
い
」
と
Ｐ
Ｒ
す
る
の
は
、

奥
様
の
桑
本
と
き
子
さ
ん
。

「
ウ
ナ
ギ
や
ス
ッ
ポ
ン
も
あ

り
ま
す
が
、
こ
れ
か
ら
旬
を

迎
え
る
の
が
ド
ジ
ョ
ウ
。
食

用
ガ
エ
ル
も
夏
場
に
美
味
し

い
ん
で
す
よ
」

●
神
戸
う
ま
い
も
ん

と
ド
リ
ン
キ
ン
グ

ど
じ
ょ
う
専
門
店

吾
作

中
央
区
元
町
通
２
‐
７
１
，

宮
３
２
１
１
０
５
３
９

打
醒
釦
Ａ
Ｍ
Ｉ
⑩
函
ｍ
Ｐ
Ｍ
無
休
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一二＝可盃韓一

☆
神
戸
の
観
光
拠
点
を
結
ぶ

ル
ー
プ
バ
ス
発
車
オ
ー
ラ
イ

北
野
町
、
三
宮
・
元
町
、
旧

居
留
地
、
メ
リ
ヶ
ン
パ
ー
ク
と

神
戸
の
都
心
部
に
は
、
観
光
拠

点
が
点
在
し
て
い
る
。

そ
こ
で
こ
れ
ら
の
観
光
拠
点

を
有
機
的
に
連
携
し
、
ま
た
そ

れ
自
身
が
観
光
資
源
と
な
る
よ

う
な
周
遊
交
通
機
関
と
し
て
、

今
回
「
神
戸
都
心
周
遊
観
光
バ

ス
」
（
ル
ー
プ
バ
ス
）
の
試
走
を

実
施
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

■
運
行
期
間
４
／
麹
１
５
／
５
及
び

夏
に
も
３
週
間
緑
度
の
巡
行
堂
十
定

■
運
行
時
間
９
Ａ
Ｍ
ｌ
５
Ｐ
Ｍ
（
１
口

鵡
回
巡
行
）

■
運
行
コ
ー
ス
新
神
戸
駅
←
三
宮
駅
←

そ
ご
う
前
←
博
物
館
前
←
メ
リ
ヶ
ン
パ

ー
ク
←
大
丸
元
町
前
←
ト
ア
ロ
ー
ド
Ｎ

Ｈ
Ｋ
前
←
北
野
坂

■
主
催
神
声
市
経
済
局

☆
華
や
か
な
り
／
・
世
界
の
女
子

学
生
が
神
戸
に
集
う

ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
連
邦
展
が
５
月

型
日
（
日
）
ま
で
神
戸
貿
易
促
進

セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
て
い
る

南
洋
の
自
然
と
、
日
本
と
共

通
性
を
持
つ
文
化
と
を
間
近
で

感
じ
と
っ
て
み
て
は
。

田
主
催
（
社
）
日
本
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
協
会

。
（
財
）
神
戸
国
際
交
流
協
会
入
場
無

料☆
米
寿
を
記
念
し
て

元
町
画
廊
で
永
田
耕
衣
展

「
半
ど
ん
」
文
学
部
賞
、
神

戸
市
文
化
賞
、
兵
庫
県
文
化
賞

受
賞
者
の
俳
人
・
永
田
耕
衣
さ

ん
の
米
寿
記
念
の
個
展
が
、
５

月
８
日
ｌ
Ⅳ
日
、
元
町
画
廊
で

ポ
ケ
ッ
ト

ジ
ャ
ー
ナ
ル

１
１４８
１

ループバスお目見え

昨
年
神
戸
で
開
か
れ
た

界
女
子
学
生
会
議
」
が
今

５
月
略
日
。
Ⅳ
日
、
神
戸

の
学
生
の
人
生
観
（
職
業
・
家

庭
。
教
育
に
つ
い
て
）
を
具
体

的
に
紹
介
し
、
話
し
合
い
、
理

解
し
あ
う
こ
と
が
目
的
。

１
日
目
は
、
国
連
大
学
特
別

顧
問
の
永
井
道
雄
組
織
委
員
長

の
講
演
を
は
じ
め
パ
ネ
ル
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
、
２
日
目
が
分

科
会
を
す
る
予
定
で
あ
る
。

目
主
催
朝
日
新
聞
社
・
朝
円
放
送

■
協
賛
川
崎
真
珠

☆
六
甲
山
を
知
る
、

六
甲
山
大
学
、
今
年
も
開
講

〃
伝
統
あ
る
生
涯
学
習
の
ひ

ろ
ぱ
″
と
し
て
親
し
ま
れ
る
産

経
学
園
だ
が
、
六
甲
山
に
つ
い

て
よ
り
広
く
、
楽
し
く
総
合
的

に
学
べ
る
「
六
甲
山
大
学
公
開

年
ｎ
月

灘
昨年も華やかに開催神がれ

同各る催他会戸今た
世国世・さで議国年司
代の界れ開場際も世

○
「
感
謝
す
る
こ
と
」
と
い
う
テ
ー
マ

で
、
考
え
る
機
会
を
持
ち
ま
し
た
。
毎

日
の
生
活
が
あ
た
り
ま
え
の
よ
う
に
く

り
返
さ
れ
、
本
来
自
分
に
関
係
す
る
す

べ
て
の
こ
と
に
感
謝
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
の
に
、
そ
れ
が
当
然
で
あ
る
か
の

よ
う
に
、
毎
日
を
過
ご
し
て
い
る
自
分

に
気
が
つ
き
ま
し
た
。
良
い
と
思
っ
た

こ
と
は
す
ぐ
実
行
す
る
、
「
あ
り
が
と

う
」
と
い
う
言
葉
を
、
今
か
ら
気
持
を

こ
め
て
い
え
る
よ
う
に
し
、
そ
し
て
行

動
を
伴
う
よ
う
に
努
力
し
て
い
ま
す
。

大
和
高
田
市
岡
野
さ
ん

講
座
」
が
今
年
で
第
３
期
を
迎

え
る
。六

甲
全
山
縦
走
の
会
会
長
の

大
西
雄
一
さ
ん
を
学
長
に
、
毎

回
ユ
ニ
ー
ク
な
テ
ー
マ
と
講
師

陣
で
、
鯉
回
開
講
さ
れ
る
。

■
参
加
喪
大
人
千
円
、
小
学
生
叩
円

国
申
込
み
・
問
合
せ
〒
卸
神
一
黒
船
央

区
四
町
記
神
戸
大
丸
産
謡
革
園
茸
０

７
８
（
鋤
）
６
２
７
１
１
３
ま
で

☆
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
の
自
然
と

文
化
を
感
じ
と
っ
て
下
さ
い

南
太
平
洋
に
拡
が
る
、
カ
ロ

リ
ン
諸
島
の
島
々
か
ら
な
る
ミ

ク
ロ
ネ
シ
ア
連
邦
。

海
域
面
積
は
広
大
だ
が
陸
地

面
積
は
わ
ず
か
師
平
方
畑
、
人

口
９
万
人
余
り
で
、
１
９
８
６

○
今
回
送
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
の

は
、
学
校
内
・
地
域
内
の
方
々
の
ご
協

力
に
よ
る
古
切
手
で
す
。
少
し
で
も
皆

様
の
福
祉
活
動
の
お
役
に
立
て
れ
ば
、

光
栄
と
存
じ
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
私
達

は
こ
の
運
動
を
継
続
し
、
今
以
上
に
皆

様
の
お
役
に
立
て
る
よ
う
、
努
力
し
続

け
て
い
こ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

広
島
県
立
庄
原
実
業
高
校
有
志
の
方

謹
生
日
あ
り
が
と
う
運
動
本
部

師
神
戸
市
中
央
区
御
幸
通
八
の
一
の
六

神
戸
国
際
会
館
一
階
の
郵
便
局
の
隣

Ｔ
Ｅ
Ｌ
○
七
八
’
二
三
一
－
二
一
一
四

自然がいっぱい
宣て家主３
言独と権日
･ 立し国に

あ
り
が
と
う

そ
の

運
動仲

間
か
ら
の
便
り

○
七
月
十
七
日
は
私
の
誕
生
日
で
す
。

十
数
年
と
い
わ
れ
た
私
の
生
命
な
の

に
、
こ
ん
な
に
す
て
き
な
日
々
を
何
十

年
も
続
け
て
い
ま
す
。
私
を
今
ま
で
生

か
せ
て
く
れ
た
も
の
、
空
気
や
水
、
さ

ま
ざ
ま
な
生
き
物
、
そ
し
て
人
の
心
。

そ
ん
な
す
べ
て
の
も
の
に
感
謝
を
こ
あ

て
、
僅
か
で
す
が
、
バ
ー
ス
デ
ー
・
プ

レ
ゼ
ン
ト
を
お
送
り
し
ま
す
。
皆
様
く

れ
ぐ
れ
も
ご
自
愛
く
だ
さ
い
。

は
り
ま
自
立
の
家
飯
塚
さ
ん

誕
生
日
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れ
る
。

今
ま
で
南
京
町
に
は
電
話
ボ

ッ
ク
ス
が
な
か
っ
た
こ
と
か
ら

南
京
町
商
店
街
振
興
組
合
（
生

島
巌
彦
理
事
長
）
に
よ
り
建
て

ら
れ
た
。

公
衆
電
話
を
か
け
に
南
京
町

ま
で
…
な
ん
て
こ
と
あ
る
か
も

☆
ご
固
曾
の
ｚ
国
濁
弔
○
や
＄

世
界
デ
ザ
イ
ン
博
覧
会
開
催

世
界
で
初
め
て
「
デ
ザ
イ
ン
」

を
切
り
口
と
し
た
博
覧
会
が
、

昭
和
弘
年
７
月
鵡
日
か
ら
ｎ
月

味
あ
る
芸
性
が
発
揮
さ
れ
た
、

書
と
絵
に
よ
る
こ
の
個
展
、
ぜ

ひ
脚
を
運
ん
で
い
た
だ
き
た
い

☆
電
話
ボ
ッ
ク
ス
ま
で

中
国
し
て
ま
す

元
町
・
南
京
町
に
中
国
風
電

話
ボ
ッ
ク
ス
が
登
場
。

赤
と
緑
の
東
屋
風
の
造
り
で

い
か
に
も
中
国
と
い
う
感
じ
。

ボ
ッ
ク
ス
内
に
は
イ
ス
も
備
え

開
催
さ
れ
る
。

七
十
七
歳
喜
寿
展
、
八
十
歳

傘
寿
展
に
続
き
、
今
回
の
八
十

「
五
鼓
」

丸
本
明
子

瀞鍵鍵鶏霧爵

妬
日
ま
で
の
鰯
日
間
に
わ
た
り

名
古
屋
で
開
催
さ
れ
る
。

人
類
有
史
以
来
の
デ
ザ
イ
ン

の
歴
史
を
ふ
り
か
え
る
と
と
も

に
、
未
来
の
デ
ザ
イ
ン
は
ど
う

な
る
の
か
を
考
え
る
。

会
場
は
「
白
鳥
会
場
（
躯
肥
）
」

149

農 瑠
雲!；

また南京町の名物力ｆ
か電ろりゆ
け話いくつ
らがでつた

永田耕衣さん
の３寿八

円個回展歳
熟展目で米

職
霧
法
隆
寺
に
保
存
さ
れ
、
現
在
、
重
要

文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
百
苗
塔
。

そ
れ
と
同
じ
も
の
が
、
著
者
の
家
に
あ

り
、
法
隆
寺
の
昭
和
大
修
理
を
記
念
し

て
行
わ
れ
た
「
法
隆
寺
展
」
で
、
そ
れ

ら
に
接
し
た
著
者
が
深
い
縁
を
感
じ
触

発
さ
れ
、
約
１
年
間
で
、
法
隆
寺
に
関

わ
り
の
あ
る
句
を
加
句
＃
あ
げ
た
．

そ
れ
ら
を
ま
と
め
あ
げ
た
も
の
が
本
普

で
あ
り
、
法
隆
寺
の
持
つ
、
不
思
議
な

魅
力
が
、
行
間
よ
り
表
出
し
て
く
る
。

（
沖
積
舎
２
５
０
０
門
）

群
鍛
（
『
術
紳
瀦

以
外
と
、
気
付
き
に
く
い
こ
と
で
あ

る
趣
も
の
を
生
み
出
す
と
い
う
こ
と

は
、
そ
の
時
の
、
そ
の
生
み
出
す
者
の

精
神
的
成
長
や
、
勘
要
素
が
大
き
く

左
右
し
て
い
る
。
本
書
は
、
モ
ー
ツ
ァ

ル
ト
の
曲
を
演
奏
す
る
こ
と
に
よ
っ
て

モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
が
、
そ
れ
を
作
り
出
す

に
至
っ
た
生
き
方
を
も
描
き
出
し
て
い

る
。
非
常
に
ユ
ニ
ー
ク
か
つ
、
素
敵
な

譜
譜
錘
蓉
津
捗
１
６
０
０
円
）

ら
れ
、

を
中
心
に
、
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト

を
街
中
に
展
開
。

虹
世
紀
へ
む
け
て
の
、
人
間

讃
歌
の
一
大
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
な

の
だ
。

回
主
催
財
団
法
人
世
界
デ
ザ
イ
ン
博
覧

会
協
会

★
吉
一
一
珠
の
輝
き
を
秘
め
た

パ
ー
ル
プ
リ
ン
セ
ス
募
集

今
年
も
、
パ
ー
ル
プ
リ
ン
セ

ス
募
集
の
季
節
が
や
っ
て
来
た

日
本
真
珠
振
興
会
が
、
海
外

へ
の
真
珠
の
Ｐ
Ｒ
や
国
際
親
善

国
内
の
真
珠
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

のｈａ場屋司ｈａ場屋司
３と, - 、港名と, - ､ 城名
つ８会古１９会古

今
年
で
７
回
目
を
迎
え
る
。

代
表
パ
ー
ル
プ
リ
ン
セ
ス
が

一
名
、
パ
ー
ル
プ
リ
ン
セ
ス
一
一

ピ
ア
シ
ョ
ー
ト
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ

ン
」
が
開
催
さ
れ
る
。

競
技
内
容
は
、
チ
ャ
レ
ン
ジ

コ
ー
ス
（
水
泳
０
．
蝿
、
／
自

転
車
旭
畑
／
マ
ラ
ソ
ン
６
ｍ
）

と
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
コ
ー
ス
（
水

泳
０
．
９
ｍ
／
自
転
車
詔
、
／

マ
ラ
ソ
ン
岨
、
）
の
２
コ
ー
ス

で
、
定
員
は
各
コ
ー
ス
刷
名
。

体
力
に
自
信
の
あ
る
方
も
な

い
方
も
一
度
挑
戦
し
て
み
て
は

国
参
加
費
ｒ
５
０
０
０
円
（
宿
泊
費
・

食
那
代
等
込
）

園
参
加
資
格
チ
ャ
レ
ン
ジ
コ
ー
ス
は
躯

歳
以
上
、
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
コ
ー
ス
は
墾

歳
以
上
の
健
康
な
男
女

回
申
込
先
三
木
市
細
川
町
棋
山
剛
－
釦

グ
リ
ー
ン
ピ
ァ
三
木
内
グ
リ
ー
ン
ピ
ァ

シ
ョ
ー
ト
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
率
務
局

貢
０
７
９
４
８
（
３
）
５
２
１
１
内
線

卸
・
顕
所
定
の
申
込
書
で
５
月
ｎ
日

必
着

図
書

ガ
イ
ド

蕊
'8 6 代表の末森さん
スリＩのの
ｰ ンルヨた
もセプパめ

体力の限界に挑戦

名
、
パ
ー
ル
ァ
イ
ド
ル
一
名
が

選
ば
れ
る
。
代
表
一
名
に
は
賞

金
卵
万
円
と
乗
用
車
、
ア
メ
リ

カ
往
復
航
空
券
と
い
う
豪
華
さ

応
募
要
領
は
次
の
と
お
り
。

画
応
募
期
間
５
月
、
日
（
日
）
必
着

回
申
し
込
み
所
定
の
申
込
用
紙
か
履
歴

沓
に
特
記
率
項
を
明
記
し
、
正
面
上
半

身
と
全
身
の
写
真
を
添
え
郵
送
又
持
参

国
応
募
・
問
合
せ
〒
卸
神
一
厘
ｍ
巾
央
区

束
町
”
日
本
真
珠
会
館
内
（
社
）
日
本
真

珠
摂
興
会
パ
ー
ル
プ
リ
ン
セ
ス
実
行
委

員
会
茸
０
７
８
（
卸
）
４
０
３
１
ま
で

☆
シ
ョ
ー
ト
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン

で
貴
方
の
体
力
に
挑
戦

６
月
加
日
（
土
）
・
皿
日
（
日
）

三
木
市
の
グ
リ
ー
ン
ピ
ア
三
木

で
、
「
第
１
回
Ａ
Ｂ
Ｃ
グ
リ
ー
ン

嬢
舌
が
、
必
ず
し
も
、
物
蛎
の
真
実

の
姿
を
現
わ
す
わ
け
で
は
な
い
。
か
え

っ
て
、
想
像
性
を
阻
害
し
て
し
ま
う
場

合
も
多
々
あ
る
。
本
書
は
、
著
者
独
特

の
、
短
い
動
詞
句
の
積
み
重
ね
に
よ
っ

て
、
そ
の
情
景
が
ま
ざ
ま
ざ
と
眼
前
に

延
る
。
特
に
、
今
回
の
作
品
集
は
、
一

昨
年
に
死
去
さ
れ
た
、
著
者
の
母
親
に

対
す
る
、
一
趣
の
レ
ク
イ
エ
ム
と
な
っ

て
お
り
、
異
質
な
師
き
を
放
っ
て
い
る

（
編
集
工
房
ノ
ア
２
０
０
０
円
）
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計花
作
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
約
加
点
を
日
本
語
科
は
外
国
か
ら
の
留
に
東
京
。
六
本
木
に
開
店
し
た
忘
幽
識
津
岬
浬
“
郵
鋤
挙
り
除
雑
式
。

｜
電
…
鴬
§
…
：
§
一
：
：
．
‐
：
．
：
．
…
．
：
．
．

〃
－
‐

光
の
オ
ブ
ジ
ェ
ー
」
が
、
５
月
皿

谷
武
判
氏
の
新
作
も
特
別
出
品
劇
な
ど
を
取
り
入
れ
た
の
だ
コ
ー
ル
度
５
％
と
い
う
、
ピ
タ
癖
鈍
鑑
癖
如
鯉
細
雰
報
評
伝
‐
（
代
）

ガ
ラ
ス
で
し
か
作
り
だ
せ
な
が
、
生
徒
た
ち
の
熱
心
な
演
技
ー
な
味
作
り
を
行
っ
て
い
る
、
☆
白
羽
弥
仁
監
督
が
移
帳
／
〒
噸
粟
払

い
光
と
影
の
憧
界
が
犀
読
に
菱
標
鱗
溌
瀞
〃
で
あ
る
．
鳶
人
…
傭
…
慧
他
袋

〃
た
だ
お
い
し
い
だ
け
の
ビ
ー
郷
酔
鍛
姻
野
晒
イ
函
球
斌
恥
吋
忘
イ
ン

現
さ
れ
て
い
る
。

ｉ
１
Ｉ
Ｉ
ｌ
…
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｉ
Ｉ
ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
１
：
１
１
…
Ｉ
…
…
…
…
…
…
…
‐
ｉ
Ｉ
が
石
屋
川
の
億
と
り
に
移
幅
。
〒
砺
灘

店
南
館
８
階
で
開
催
さ
れ
る
。

展
ｌ
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
に
よ
る

☆
光
の
オ
ブ
ジ
ェ
を
貴
方
に
☆
日
本
語
劇
で
盛
り
あ
が
り
☆
つ
く
り
た
く
て
つ
く
り
た
く

●
瞬
咋
○
国
園
田
ｃ
、
目

神
戸
を
中
心
に
活
躍
中
の
若
神
戸
Ｙ
Ｗ
Ｃ
Ａ
の
日
本
語
科
て
た
ま
ら
な
か
っ
た
ビ
ー
ル

☆
映
画
記
念
碑
（
メ
リ
ケ
ン
シ
ア
タ

手
芸
術
家
田
中
牝
向
子
さ
ん
の
新
の
修
了
式
が
３
月
妬
日
挙
行
。
キ
リ
ン
ビ
ー
ル
が
、
昨
年
末
－
１
）
が
メ
リ
ヶ
ン
パ
ー
ク
に
完
成
。
４

日
ｌ
記
日
、
せ
い
で
ん
三
宮
本

こ
の
催
し
の
為
に
、
画
家
松

道
助
教
授
が
基
調
講
演
を
さ
高
け
れ
ば
高
い
ほ
ど
、
い
か
八
Ｙ
Ｖ
一
一
》
》
岬
巽
》
》
洲
》
》
》
《
糊
塗
》
鍔

民
族
学
博
物
館
の
石
毛
直
あ
る
。
そ
の
情
報
は
価
値
が
ほ
し
い
と
願
う
も
の
だ
。

る
。
昨
年
夏
、
神
戸
青
年
会
っ
て
は
世
界
的
に
そ
の
情
報
化
」
「
海
誇
儲
幸
榊
帝
諏
唾
垂
一
》
》
》
》
》
》
十
和
魂
叩
奉
》
毛
嬬
雄

て
い
る
も
の
に
食
文
化
が
あ
全
国
的
に
、
時
と
場
合
に
よ

癖
荊
が
崇
稚
羅
椛
結
趣
峰
〉
識
蝿
油
識
諏
唾
坤
症
奉
棒
』
砕
錘
垂
陸
諦
趨
碕
鐸
挙
榊
一
千
一
陸
麺
錆
癖
榊
醍
怖
細
》
函
粋
捗
岬
確

参
加
し
た
。

神
戸
食
文
化
考
価
値
あ
る
情
報
が
発
信
さ
情
報
を
発
信
す
る
以
上
そ
れ
一
社
孫
」
Ａ
‐
Ｚ
Ｅ
Ｃ
Ｏ
Ｒ
Ｐ
Ｏ
Ｒ
Ａ

－
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ
を
設
立
。
独
立
開
業
後
も

神
戸
の
モ
ダ
ニ
ズ
ム
文
化
れ
た
時
、
そ
の
情
報
は
地
域
だ
け
の
心
構
え
と
準
備
も
必
一
〃
遊
プ
ラ
ン
〃
と
も
協
力
し
て
ク
ラ
フ

ー
タ
ー
ズ
マ
イ
ン
ド
に
挑
戦
。
新
住
所
〒

の
中
で
大
き
な
役
割
を
果
し
の
枠
を
は
る
か
に
越
え
て
、
要
な
の
で
あ
る
。

一
卸
兵
庫
県
芦
屋
市
三
条
南
町
哩
ノ
哩
澄

初
め
て
ソ
フ
ト
な
味
の
中
に
も
、
ア
ル
中
央
区
波
止
場
地
先
（
神
戸
海
洋
博
物

浦島太郎を熱演

時

光と影の魅力を

っ
た
。
つ
ま
り
価
値
の
高
い
報
が
欲
し
く
て
鵜
の
目
、
贋
一
Ｕ
Ｎ
Ａ
Ｋ
Ｏ
・
Ｈ
Ａ
Ｔ
Ａ
が
完
成
。
新

情
報
が
発
信
さ
れ
た
訳
で
あ
の
目
で
あ
る
。

一
ｍ
カ
ワ
シ
マ
ピ
ル
２
Ｆ
〒
Ⅷ
種
”
（
抑
）

一
住
所
は
東
京
都
港
区
高
輪
２
丁
目
１
ノ

る
。
ｌ
こ
れ
が
重
大
な
こ
と
談
論
風
発
も
素
晴
ら
し
い
－
，
８
２
０

な
の
で
あ
る
．
が
こ
ん
な
落
し
穴
が
あ
る
。
一
棒
鎖
葬
刻
与
封
脇
矯
維
鐸

れ
て
い
た
が
、
そ
の
内
容
は
に
塀
で
囲
っ
て
も
ど
う
に
も
一
枢
諦
諏
峨
詑
可
咽
望
吻
証
岬
蟻
錨
別
ク

流
石
に
多
く
の
示
唆
に
富
ん
な
ら
な
い
。
一
☆
ニ
ッ
ト
デ
ザ
イ
ナ
ー
泰
砂
丘
子
さ
ん

だ
も
の
で
、
大
変
勉
強
に
な
勿
論
、
一
方
で
は
い
い
情
一
竺
嘩
麺
鋤
噸
唯
仏
娼
輔
噸
唖
皿
嘩
醗
諏

い
っ
て
も
後
の
祭
り
な
の
で
っ
の
大
き
な
文
化
に
な
っ
て
二
・
（
談
緯
報
雑
譲
雛
郵

１
１５０
１

今
回
麦
芽
Ⅲ
％
の
生
ビ
ー
ル
で
、
扉
蝿
認
訟
弘
獅
葬
詫
癖
極
雄
吟
。
（
霜
噸

巴

狸
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大
谷
今
月
は
、
生
活
文
化
研
究
所
所

長
の
板
東
先
生
と
演
出
家
の
岡
田
美
代

先
生
に
お
話
を
伺
い
た
い
と
思
い
ま
す

板
東
先
日
、
ス
ペ
イ
ン
や
ポ
ル
ト
ガ

ル
な
ど
の
旅
か
ら
帰
っ
た
ば
か
り
で
す

が
、
ご
葬
儀
と
い
え
ば
、
台
中
へ
行
っ

た
時
、
ま
だ
土
葬
な
の
で
、
田
舎
の
道

が
一
本
道
で
、
何
組
か
が
集
ま
っ
て
く

る
の
で
行
列
が
続
く
ん
で
す
。
色
と
り

ど
り
の
旗
を
な
び
か
せ
て
ま
る
で
〃
お

祭
り
″
の
よ
う
な
明
る
さ
な
ん
で
す
ね

岡
田
所
が
変
わ
れ
ば
、
方
法
論
が
違

い
ま
す
ね
。
私
も
先
日
、
息
子
の
嫁
の

母
親
が
亡
く
な
り
ま
し
て
、
三
重
県
の

名
張
な
ん
で
す
が
、
父
親
が
白
い
峠
を

つ
け
て
大
変
格
式
が
あ
る
ん
で
す
。
全

ン
員
が
喪
服
。
私
も
喪
服
で
行
っ
て
良
か

亜
っ
た
な
あ
と
思
っ
て
…
。
神
戸
だ
と
洋

乳
服
で
気
軽
な
ん
で
す
が
。

壁
板
東
ぽ
く
も
、
父
親
の
葬
儀
を
東
京

皿
で
行
っ
た
の
で
す
が
、
簡
略
で
す
ね
。

恥
生
花
や
し
き
び
な
ど
を
関
西
で
は
飾
り

勢
ま
す
が
、
金
銀
の
紙
の
花
輪
な
ん
で

準
す
。
そ
れ
に
読
経
が
始
ま
る
と
す
ぐ
、

人
一
般
の
人
々
の
焼
香
が
始
ま
る
か
ら
時

一
間
が
短
縮
さ
れ
る
。

社
岡
田
名
張
の
時
も
そ
う
で
し
た
。
岡

鑑
山
あ
た
り
も
そ
う
ら
し
い
の
で
、
関
西

生
地
域
が
日
本
の
中
で
も
一
番
ぜ
い
た
く

犀
板
東
神
戸
な
ん
か
だ
と
宗
教
も
各
国

／
あ
る
の
で
ど
う
さ
れ
る
ん
で
す
か
？

ん唾
大
谷
え
え
、
キ
リ
ス
ト
教
、
回
教
も

銅
仏
教
も
、
神
道
も
、
各
宗
派
が
あ
っ
て

茎
そ
れ
ぞ
れ
地
域
や
宗
教
の
風
習
が
違
う

よ
う
に
、
国
際
都
市
Ｋ
Ｏ
Ｂ
Ｅ
ら
し
く

イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
ご
葬
儀
で
す

＝

板
東
慧

八
生
活
文
化
研
究
所
所
長
Ｖ

岡
田
美
代

八
演
出
家
Ｖ

大
谷
晃
世

八
大
谷
徳
風
社
社
長
Ｖ

か
ら
憶
え
る
の
が
大
変
で
す
。

板
東
同
じ
マ
ン
シ
ョ
ン
に
ド
イ
ツ
人

夫
妻
が
住
ん
で
い
ま
し
て
ね
。
主
人
が

一
昨
年
の
日
航
機
の
事
故
で
亡
く
な
っ

て
・
・
・
、
お
香
典
が
い
い
の
か
、
お
花
が

い
い
の
か
、
お
ま
い
り
が
い
い
の
か
困

り
ま
し
た
。
つ
い
に
お
花
を
持
っ
て
行

っ
た
ら
〃
ダ
ン
ケ
シ
ェ
ン
ノ
〃
。
そ
れ

で
終
り
。
お
ま
い
り
も
し
な
か
っ
た
。

大
谷
そ
う
で
す
ね
。
さ
っ
ぱ
り
し
て

ま
す
よ
。

わ
が
社
で
は
、
各
宗
派
と
土
地
柄
な

ど
で
違
い
ま
す
の
で
、
一
冊
の
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
に
し
て
差
し
上
げ
て
い
ま
す
。

岡
田
そ
れ
は
い
い
で
す
ね
。
で
も
お

金
の
金
額
が
入
っ
て
ま
せ
ん
ね
。
母
の

葬
儀
の
と
き
に
、
お
坊
さ
ん
に
お
渡
し

す
る
金
額
な
ん
か
直
接
お
聞
き
し
に
く

い
か
ら
、
大
谷
さ
ん
の
と
こ
ろ
な
ど
で

代
行
し
て
下
さ
る
と
助
か
り
ま
す
ね
。

大
谷
そ
う
で
す
ね
。
だ
い
た
い
み
な

さ
ん
気
が
動
て
ん
し
て
な
か
な
か
…
。

た
だ
、
わ
が
社
で
は
、
の
し
袋
や
い

ろ
い
ろ
当
日
に
入
用
の
諸
道
具
を
セ
ッ

ト
し
て
差
し
上
げ
て
喜
ば
れ
て
い
ま
す

岡
田
そ
れ
は
女
性
ら
し
い
心
遣
い

で
す
ね
。

世
界
の
宗
教
と

世
界
の
風
習

神
戸
に
集
う

■
こ
こ
ろ
の
歳
時
記

全
葬
違
認
定
葬
祭
署
門
さ
資
洛
承
褐
看

糠
式
会
鯉
大
谷
徳
風
狂

燕
孟
韓
浪
天
谷
晃
世

全
国
葬
祭
事
業
協
同
組
合

神
戸
葬
祭
事
業
協
同
組
合
理
事

神
戸
市
規
格
葬
儀
取
扱
指
定
店
理
事

本
社
／
神
戸
市
長
田
区
松
野
通
１
‐
ｕ
ｌ
哩

言
０
７
８
１
６
２
１
１
０
０
８
９

鈴
蘭
台
支
店
／
官
０
７
８
１
５
９
２
１
５
４
８
５

１
５
１
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Ｐ
姪廷

I ■■■

ｊ

－
Ｉ
Ⅱ
Ⅱ－

ラ
の
点
描
を
か
い
ま
み
る
よ
う
に
、
時
間
と
い
っ
た
も

の
が
永
遠
に
止
ま
っ
て
し
ま
っ
た
ま
ま
ゆ
っ
た
り
、
ひ
ね

も
す
の
た
り
式
の
海
の
上
を
光
り
が
跳
ね
ま
わ
っ
て
い

る
。
須
磨
寺
か
ら
の
墓
参
の
帰
り
、
山
陽
電
車
滝
の
茶
屋

駅
か
ら
斜
め
し
た
に
み
え
る
垂
水
の
海
の
光
景
が
好
き

だ
。
ま
さ
に
そ
れ
は
光
景
に
ふ
さ
わ
し
い
透
明
な
光
り
の

風
景
だ
。
そ
こ
で
光
り
は
圧
倒
的
な
物
量
で
溢
れ
画
像
を

泡
立
た
せ
て
い
る
。
た
ま
の
休
日
、
ほ
っ
と
息
を
つ
く
日

曜
日
の
ひ
と
こ
ま
だ
。

０そ
こ
で
光
り
が

砕
け
て
い
る
。
と
い
っ
て
も
、
光
り
の
輪
郭
ま

で
、
つ
ぷ
さ
れ
悲
鳴
を
あ
げ
て
い
る
の
で
は
な

い
。
溢
れ
ん
ば
か
り
の
光
り
の
シ
ャ
ワ
ー
が
、
細

か
く
小
さ
な
微
粉
の
よ
う
に
舞
っ
て
、
そ
こ
で
海

か
ら
の
鏡
の
乱
反
射
を
浴
び
て
い
る
。
ま
る
で
ス

こ
ん
な
空
の
あ
わ
い
を

か
つ
て
ど
こ
か
で
眺
め
た
こ
と
が
あ
る
。
神
戸
出
身
の

伊
藤
重
夫
の
劇
画
の
な
か
で
だ
。
新
し
い
作
品
集
「
踊
る

ミ
シ
ン
」
は
数
年
前
だ
さ
れ
た
「
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
ス
フ
ィ

ン
ク
ス
考
」
（
践
折
羅
社
）
に
つ
ぐ
も
の
だ
。
伊
藤
重
夫
は

ｌ
ｐ
ｇ
ｏ
一
己
言
○
コ
一
コ
の qBｉ

海
の
光
景

〈
詩
人
〉

カ
メ
ラ
池
田
年
夫
‐

健
在
だ
。
瞳
は
空
の
あ
わ
い
、
透
明

な
空
間
を
す
べ
る
よ
う
に
泳
い
で
い

る
。
し
か
も
ド
ラ
イ
だ
。
濡
れ
た
と

こ
ろ
が
す
こ
し
も
な
い
。
耳
は
、
耳

は
と
い
え
ば
空
間
い
つ
ぱ
い
に
ひ
ら

か
れ
、
そ
う
、
は
り
つ
め
ら
れ
た
神

＝

１
１５２
１

Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｔ
〈
５
〉

季
村
敏
夫

人
が
風
景
の
な
か
に

た
た
ず
ん
で
い
た
と
す
る
。
し
か
し
そ
の
構
図
も
一
瞬

の
こ
と
だ
。
人
は
風
景
の
な
か
で
た
た
ず
む
こ
と
す
ら
で

き
な
い
。
た
だ
通
り
過
ぎ
る
だ
け
だ
。
構
図
は
、
自
分
を

主
張
し
は
じ
め
る
と
た
ち
ま
ち
そ
の
輪
郭
か
ら
崩
れ
る
。

揺
れ
る
。
傾
く
。
構
図
は
廃
城
と
な
っ
て
す
ぎ
さ
る
。
う

ま
れ
、
出
あ
い
、
わ
か
れ
、
死
ぬ
、
そ
れ
が
父
母
未
生
の

経
の
ふ
る
え
だ
。
外
界
の
す
み
ず
み
に
ま
で
細
か
く
計
算

さ
れ
は
り
め
ぐ
ら
さ
れ
て
い
る
。
筆
の
運
び
は
渇
い
て
い

る
が
風
通
し
の
よ
い
空
虚
だ
。
そ
の
空
虚
の
な
か
で
光
り

は
ハ
ミ
ン
グ
し
て
い
る
。
死
の
に
お
い
を
ひ
き
つ
れ
な
が

ら
。
白
い
壁
。
風
化
す
る
坂
。
逆
光
の
な
か
の
遊
戯
。
は

じ
け
と
ん
だ
サ
ン
グ
ラ
ス
に
写
る
後
ろ
向
き
の
人
影
ま
で

が
い
た
ま
し
い
。
。

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m



一理= 承一一一亭一幸一＝

識蕊蕊鰯認識

さ
び
し
す
ぎ
る

人
を
焼
く
臭
ひ
で
も
し
て
く
れ
。
さ
び
し
す
ぎ
る
／
●
大

正
皿
年
関
東
大
震
災
の
あ
と
、
神
戸
の
海
を
眺
め
な
が
ら

折
口
信
夫
は
こ
う
つ
ぶ
や
い
た
。
い
っ
た
い
ど
ん
な
顔
つ

き
を
し
て
い
た
の
か
。
そ
の
と
き
の
、
耳
は
、
瞳
は
？

し
か
し
海
は
な
に
ご
と
も
な
か
っ
た
か
の
よ
う
に
光
り
、

波
は
白
く
、
揺
れ
て
い
る
。
も
は
や
何
も
な
か
っ
た
か
の

よ
う
に
、
忘
れ
る
こ
と
す
ら
忘
れ
た
か
の
よ
う
に
、
時
間

は
過
剰
に
泡
立
っ
て
流
れ
た
。
た
ま
の
休
日
、
ほ
ん
と
う

に
今
日
は
休
日
な
の
だ
ろ
う
か
。
俺
ハ
家
一
一
帰
ツ
テ
イ
ル

ノ
ヵ
。
脳
髄
の
な
か
で
、
日
ご
と
の
い
ろ
ん
な
残
像
が
ひ

し
め
き
あ
っ
て
い
る
。
産
業
の
脱
成
熟
化
、
新
事
業
の
展

開
、
下
請
け
で
な
く
横
請
け
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
、
工
業

社
会
の
終
駕
。
ほ
ん
と
う
に
自
分
は
こ
こ
で
休
ん
で
い
る

の
だ
ろ
う
か
。
休
ん
で
い
て
い
い
の
だ
ろ
う
か
。
何
か
に
追

い
た
て
ら
れ
る
気
が
す
る
。
お
そ
ろ
し
い
危
機
が
迫
っ
て

い
る
よ
う
な
気
が
す
る
。
為
替
か
、
手
形
債
務
、
と
め
ど
も

な
い
デ
ィ
ー
リ
ン
グ
：
．
…
。
ホ
ン
ト
ウ
一
一
帰
シ
テ
ィ
ル
ノ

デ
ァ
ロ
ウ
カ
、
今
。
帰
れ
る
ト
コ
ロ
が
あ
る
の
だ
ろ
う

か
。
も
う
誰
ひ
と
り
い
な
い
の
に
海
か
ら
幻
の
声
が
こ
ぼ

れ
て
く
る
。
人
を
焼
く
臭
ひ
で
も
、
し
て
く
れ
／
し
か

Ｉ
５
１
３

たまの休日、ほんとうに今日は休日なのだろうか。俺ハ家二帰ツテイルノカ。脳髄のなかで、日ごとのいろんな残像がひしめきあっている( 山電滝の茶屋駅あたり）

闇
の
な
か
で
く
り
ひ
ろ
げ
ら
れ
る
。
こ
の
と
き
、
胸
の
な

か
の
時
間
の
器
は
ど
の
よ
う
に
揺
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
。

伊
藤
重
夫
の
静
諦
な
耳
や
ま
な
ざ
し
は
、
そ
の
こ
と
を
充

分
す
ぎ
る
ほ
ど
し
り
す
ぎ
て
い
る
ふ
う
で
も
あ
り
、
だ
か

ら
こ
そ
人
の
影
を
あ
え
て
光
り
の
現
場
へ
と
お
く
り
こ

む
。
人
は
た
だ
そ
こ
で
横
顔
だ
け
で
踊
り
つ
づ
け
れ
ば
よ

い
の
だ
。
ロ
自
○
目
、
旨
ｇ
宮
口
①
と
い
う
実
に
ゆ
か
し
い

ネ
ー
ミ
ン
グ
は
そ
の
こ
と
を
沈
黙
の
う
ち
に
語
っ
て
い
る

か
の
よ
う
だ
。
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ー

１
１５４
１

そ
こ
に
も
夢
の
島
が

国
道
２
号
線
ぞ
い
、
源
義
経
の
逆
落
と
し
の
古
戦
場
一

の
谷
を
過
ぎ
て
車
で
数
分
の
垂
水
の
海
ぞ
い
に
で
き
あ
が

っ
た
。
か
つ
て
た
し
か
に
、
こ
こ
ら
あ
た
り
で
釣
り
糸
を

垂
れ
た
は
ず
だ
が
。
か
つ
て
こ
こ
を
潮
風
い
っ
ぱ
い
背
姿

に
あ
び
て
ペ
ダ
ル
を
踏
み
こ
ん
で
い
っ
た
ん
だ
が
…
・
・
・
・

ポ
ー
ト
ピ
ア
を
つ
く
り
あ
げ
た
ブ
レ
ー
ン
に
と
っ
て
爺
垂

し
何
と
悲
痛
な
叫
び
だ
ろ
う
。

水
の
海
岸
を
う
め
た
て
て
の
汚
物
処
理
場
な
ど
い
と
も
た

や
す
い
こ
と
だ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
暮
ら
し
の
な
か
で
う
み

だ
さ
れ
た
さ
ま
ざ
ま
な
汚
物
が
集
め
ら
れ
積
み
あ
げ
ら
れ

バ
ー
ナ
ー
に
あ
ぶ
ら
れ
、
や
が
て
煤
煙
と
な
っ
て
空
の
あ

わ
い
を
泳
い
で
い
る
。
夢
の
残
骸
ま
で
が
、
む
す
う
の
微

粉
と
な
っ
て
う
ま
れ
か
わ
り
、
垂
水
の
潮
風
と
と
も
に
ハ

ミ
ン
グ
し
て
い
る
構
図
は
、
ま
さ
に
も
う
ひ
と
つ
の
廃
嘘

で
あ
り
、
な
ん
だ
か
子
ど
も
た
ち
の
残
酷
な
遊
び
を
み
せ

つ
け
ら
れ
て
い
る
ふ
う
で
も
あ
る
。
「
夢
の
島
」
の
日
野
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堅
軸
睡
鰯
琴
掌
》
“

昌則

』豊串蕊

議
減嘩唾哩

〆

溢
れ
ん
ば
か
り
の
光
り
の
シ
ャ
ワ
ー
が
、
細
か
く
小
さ
な
微
粉
の
よ
う
に
舞
っ
て
、
そ
こ
で
海
か
ら
の
鏡
の
乱
反
射
を
浴
び
て
い
る
⑥

啓
三
は
こ
う
つ
ぶ
や
い
て
い
る
。

八
ま
あ
エ
ン
ト
ロ
ピ
ー
の
法
則
と
い
う
よ
う
な
こ
と
を
入

れ
れ
ば
、
常
に
あ
ら
ゆ
る
も
の
は
混
沌
化
す
る
わ
け
だ
し
、

現
代
資
本
主
義
の
下
で
は
、
も
う
人
間
が
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

し
難
い
ぐ
ら
い
に
、
ど
ん
ど
ん
物
や
建
物
が
増
殖
し
て
ゆ

く
。
い
わ
ば
自
己
増
殖
し
て
い
る
よ
う
で
し
ょ
う
。
自
己

増
殖
し
て
、
過
剰
に
な
る
と
、
壊
れ
た
時
と
同
じ
廃
城
状

態
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
秩
序
じ
ゃ
な
く
て
無
秩
序
じ
ゃ
な

い
か
と
思
う
ん
で
す
。
だ
か
ら
そ
の
意
味
で
は
、
核
戦
争

を
一
つ
の
善
え
と
し
て
見
る
と
、
い
ま
の
現
代
資
本
主
義

9一過

霧 の
都
市
が
、
溢
れ
返
っ
て
廃
城
に
近
く
な
る
と
い
う
こ
と

が
具
体
的
に
よ
く
分
り
ま
す
ね
。
Ｖ

廃
城
と
い
っ
て
も
、
神
戸
の
、
あ
か
る
い
風
景
の
な
か

で
そ
れ
を
イ
マ
ー
ジ
ュ
す
る
の
は
と
て
も
困
難
だ
・
人
は
、

あ
る
い
は
眉
を
ひ
そ
め
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
海

の
な
か
に
突
如
、
人
工
の
島
を
出
現
さ
せ
る
風
景
の
な
か

に
、
廃
城
を
透
視
で
き
る
瞳
こ
そ
、
い
ま
大
切
だ
と
僕
は

お
も
う
。
汚
物
の
島
に
光
り
が
踊
る
。
痛
ま
し
い
マ
シ
ー

ン
と
し
て
、
人
の
影
が
光
り
に
浮
か
ぶ
。

酢。
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